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はじめに

【重要！】 Scientific WorkPlace（SWP）, Scientific Word（SW）および Scientific Notebook（SN）のバージョン 5.5

(日本語と英語の両方)の株式会社ライトストーンでのサポートは 2019年 9月 30日をもって終了となりました.

インストール方法や使用方法をお問い合わせいただいても回答いたしかねます. ご了承ください.

このマニュアルは Scientific WorkPlace（SWP）, Scientific Word（SW）および Scientific Notebook（SN）のバージョ

ン 5.5J（Build2952日本語版）のインストール, ライセンス取得, 動作確認の方法などを解説します. 5.5Jの主な新機能は次の

通りです.

• 日本語文書用新ドキュメントクラス jsarticle, jsbook のサポート [SWP/SW ]

従来の jarticle, jbook, jreport に比べ種々の改良が施されている他, フォントサイズや用紙サイズの選択肢の拡大, スラ

イド作成機能, 用紙設定の自動化機能等, 新たな機能が加わっています.

• Non-SWP/SW LATEXフィルタのサポート [SWP/SW ]

Native LATEXコードの取り込み能力が大幅に強化されています.

• 数式処理機能の強化 [SWP, SN ]

MuPAD3.1 数式処理エンジンのサポートにより, アニメーションを含むグラフィックス機能が一段と強化されています.

• スタイルファイルやシェルファイルの刷新 [SWP/SW/SN ]

SWPと SW には製品本体の他に, 日本語用タイプセットで使用する pLATEX（Web2C-7.5.3 Kpathsea-3.5.3）と日本語文書

のタイプセット結果（DVIファイル）をプレビューする dviout.exe（Ver.3.16）, さらに Adobe Systems社の Adobe Reader

が収録されています.

セクション 1は製品のインストール前に行う確認事項です.

セクション 2では製品のインストール方法を解説します.

セクション 3ではライセンス取得方法を解説します.

セクション 4では英語タイプセットにおける動作確認方法を解説します.

セクション 5では pLATEX(日本語 TEXシステム)のインストール方法と, SWP および SW での日本語タイプセットにおけ

る動作確認方法と, 日本語文書のタイプセット時における注意事項を解説します.

セクション 6では PCの移行方法と, WMF2EPSに関する情報が記載されています.

セクション 7では製品の操作に関する学習方法とテクニカルサポートへの連絡について記載されています.

pLATEXのWindows版インターフェイスWinFormeは株式会社 ライトストーンによって開発されたプログラムです. TEX

ファイルを, WinFormeを通して pLATEXでタイプセットし, 画面に表示します. さらに dviout.exeを使用した DVIファイルの

プレビュー, dvipsk.exeを使用した PSファイルへの変換, dvipdfmx.exeを使用した PDFファイルへの変換などが可能です.

CD-ROMの作成にあたり, ご助言いただきました三重大学 奥村晴彦氏に厚く感謝いたします. また, pLATEXおよび dviout

の収録にあたりご協力いただきました近畿大学角藤亮氏ならびに, 東京大学 大島利雄氏にも心より感謝いたします.

Scientific WorkPlace, Scientific Word, Scientific Notebook は MacKichan Software 社の登録商標です. Maple はWaterloo Maple

社の登録商標です. MuPAD は SciFace 社の商標です. Windows は Microsoft 社の登録商標です. Adobe, Acrobat は Adobe Systems 社

の商標です.

本書は Scientific WorkPlace と pLATEXを利用して作成しました.

株式会社 ライトストーン

2005年 10月

(2019年 9月改訂)
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1 Scientific WorkPlace, Scientific Word, Scientific Notebook 5.5J

をインストールする前に

SWP/SW/SN 5.5Jを PCで使用するためのセットアップ手順は大まかに以下の通りです.

1. SWP と SW で PDFタイプセットを行うための Adobe (Acrobat) Readerのインストール

2. SWP/SW/SN 5.5J 本体のインストール

3. SWP/SW/SN 5.5J 本体でライセンスファイルの取得

4. SWP と SW で日本語タイプセットを行うための pLATEXのインストール

5. 動作確認

重要！ 本書ではMicrosoft社がサポートを終了したWindows XPなどの古いWindowsへのインストールは解説しておりま

せん.

重要！ 本書では Scientific WorkPlace を例にします. SW, SN を購入されたお客様は該当の製品に読み替えてください. また

製品はデフォルトのままインストールした状態で説明します. 製品のデフォルトのインストール先は SWP は c:\swp55,

SW は c:\sw55, SN は c:\Program Files\Scientific Notebook もしくは c:\Program Files(x86)\Scientific Notebook で

す. 本書中にあるプログラムフォルダという言葉はこのフォルダのことを指します.

1.1 インストール前の確認事項

次のいずれかの項目に該当するユーザはプログラムのインストール前に適切な操作を行い, プログラムのインストールを実

行してください.

• まだ旧バージョンがインストールされている（次のセクションへ）
• 一般の LaTeXのシステム (TeXLive, W32TeXなど)がインストールされている（4ページへ）

• インストールしたい PCの OS がWindows10である（4ページへ）

• 5.5Jのデモ版を製品版に切り替える（5ページへ）

これらの項目に該当しないユーザは 8ページへ進み, プログラムのインストールを開始してください.

1.2 まだ旧バージョンがインストールされている

製品の旧バージョンがPCにインストールされている場合は, 旧バージョンをアンインストールしてから 5.5Jをインストー

ルしてください. 旧バージョンがインストールされている PCに 5.5Jをインストールすると, 旧バージョンでのタイプセット

などで文字化けが発生する可能性があります. また未知の不具合が発生する原因にもなりえます. 旧バージョンのアンインス

トールはコントロールパネルから行います. 次の手順にしたがって操作してください.

1. Windowsのスタートメニューから [コントロールパネル]を選択します.

2. [プログラムのアンインストール]もしくは [プログラムと機能]（Windows XPではプログラムの追加と削除）を選択し

ます.

3. インストールされている旧バージョンを選択してアンインストールと変更（Windows XPでは変更と削除ボタン）をク

リックします. アンインストールプログラムが開始されたら, 画面の指示にしたがって操作します.

補足 プログラムのアンインストールまたは変更ダイアログのリストにプログラム名が表示されていない場合

Windowsのスタートメニューから旧バージョンを起動できるのに, アンインストールまたは変更ダイアログボックスに

旧バージョンが表示されてない場合があります. これを正常な状態にして旧バージョンにアンインストールするために

は, もう一度旧バージョンの CD-ROMから上書きインストールします.
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重要！ 5.5Jに搭載されている数式処理エンジンはMuPADです. 旧バージョンでMapleをご利用になっている方は 5.5Jでも

Mapleを利用することができます. 旧バージョンをアンインストールする前に, 次の操作手順に従って Mapleを利用で

きるようにします. フォルダ名やバージョンはお持ちのバージョンによって異なりますので読み替えてください. SWP

を例にします. 旧バージョンは 4.1を例にします.

1. c:\swp41フォルダにあるmapleoem.dllと c:\swp41\Mapleフォルダを中身を含めて旧バージョンのアンインストー

ルや 5.5Jのインストールで影響を与えないデスクトップやマイドキュメントなどのフォルダにコピーします.

2. 下記の手順に従って旧バージョンをアンインストールし, 5.5Jをインストールします.

5.5J をデフォルトの設定でインストールするとプログラムフォルダとして c:\swp55 というフォルダが作成され

ます.

3. c:\swp55に先程コピーした mapleoem.dllとMapleフォルダを移動します.

4. SWPを起動します.

5. 「ツール：ユーザ設定」を選択し, ファイルタブを選択します.

6. フォルダグループのファイルの種類からMaple ライブラリを選択し, c:\swp55\Mapleと設定します（デフォルト

では設定されています）.

7. 同じくフォルダグループのファイルの種類から今度は Maple カーネルを選択し, c:\swp55と設定します（デフォ

ルトでは設定されています）.

8. OKボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じます.

9. 「ツール：数式処理」を選択し, 計算エンジンの設定タブでMapleに変更し, OKボタンをクリックします.

エラーが表示されない場合, Mapleのコピーに成功したことになります.

1.3 一般のLaTeXのシステム (TeXLive, W32TeXなど)がインストールされている

SWP/SW の日本語 TEXシステムは TEXLiveやW32TEXなど一般の LATEXシステムと競合するため, 同一の PCに混在

させることはできません. SWP/SW をインストールする前に一般の LATEXシステムを全てアンインストールしてください.

1.4 インストールしたいPCのOSがWindows10である

Windows 10へインストールする場合はインストールする前にWindows 10のバージョンをご確認ください. 確認方法は以

下の通りです.

1. Windows 10のデスクトップ画面左下のスタートボタンをクリックします.

2. [設定]をクリックします.

3. 「Windowsの設定」ウィンドウが表示されますので, [システム]をクリックします.

4. 「システム」画面が表示されますので, 左側の項目から [バージョン情報]をクリックします.

5. 「バージョン」の項目の数字を確認します.

補足 バージョン情報画面でバージョンが確認できない場合は, キーボードの [Windows]キーと [R]キーを同時押すと表示さ

れる「ファイル名を指定して実行」ウィンドウで「winver」と入力して OKをクリックします. すると上記手順とは異

なるバージョン情報のウィンドウが表示されますのでこちらで確認します.

1. • バージョンが「1709」以降の場合：問題ありませんのでそのまま SWP/SW/SN のインストール (8ページ)へお

進みください.

• バージョンが「1703」以前の場合：バージョン「1703」の環境ではWindowsの不具合により SWP/SW/SN が

正常に動作しません. Windows Updateを行い, バージョン「1709」以降へ更新してから SWP/SW/SN のイン

ストールへお進みください. Windows Updateの利用手順等は以下のページをご覧ください.

https://www.lightstone.co.jp/latex/support_win10.html
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1.5 5.5Jのデモ版を製品版に切り替える

5.5Jのデモ版を既にインストールして利用していた場合は, 製品版のライセンスファイルを取得するだけでデモ版から製品

版へ移行できます. 製品版をインストールするためにデモ版をアンインストールする必要はありません.

1. SWP/SW/SN が終了している状態で, Windowsのエクスプローラなどからプログラムフォルダに移動します.

2. プログラムフォルダにある Licensesフォルダから, デモ版を利用する際に取得したライセンスファイル license.licを削除

します.

3. 製品を「管理者として実行」で起動します. プログラムを「管理者として実行」する方法は 6ページを参照してください.

4. [ヘルプ]メニューから [機能の確認]を選択します.

5. [シリアル番号の変更]ボタンをクリックします. 表示されるダイアログボックスに製品版のシリアル番号を入力します.

CD-ROMケースに製品版のシリアル番号シールが貼られています.

6. [OK]ボタンを 2回クリックして操作画面に戻ります.

7. [ヘルプ]メニューから [登録]を選択して, デモ版用のライセンスファイルを取得した時と同じ要領で製品版のライセン

スファイルを取得します.
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重要!! プログラムを管理者として実行する

近年のWindowsはセキュリティ強化のために, システムの重要な箇所への書き込みや変更を加える場合に管理者権限が必

要となっています. 管理者アカウントでサインインしていても, プログラムを通常起動した場合は標準ユーザの権限で動作す

るため, 管理者権限でプログラムを動作させるには意図的に「管理者として実行」を行う必要があります.

注意 以下の操作の途中で「ユーザーアカウント制御」ダイアログが表示された場合は [はい]または [続行]をクリックします.

パスワードを要求された場合は管理者用のパスワードを入力してください. 管理者用のパスワードはお客様がWindows

に対して設定するものですので, 弊社では分かりかねます. お客様がセッティングした PCでない場合は, お客様の PC

を管理されているシステム管理者にお問い合わせください.

Windows 7の場合 以下のどちらかの操作を行います.

• デスクトップにある目的の製品のショートカットアイコンを右クリックし, [管理者として実行]をクリックします.

• デスクトップにアイコンが無い場合は, Windowsのスタートメニューから [すべてのプログラム]にある目的のプ

ログラムを右クリックし, [管理者として実行]をクリックします.

Windows 8の場合 以下の 3つの画像を参考に, いずれか 1つの操作を行ってください.

デスクトップ表示の場合はショートカットアイコンを右クリック

タイル表示の場合はタイルを右クリック
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アプリ表示の場合はアプリを右クリック

Windows 10の場合 以下の 3つの画像を参考に, いずれか 1つの操作を行ってください.

デスクトップ表示の場合はショートカットアイコンを右クリック

デスクトップにない場合は [すべてのアプリ]よりプログラムを探して右クリック：その他：管理者として実行
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デスクトップにない場合はスタートメニューのプログラムの一覧よりプログラムを探して右クリック：その他：管理者として

実行

2 Scientific WorkPlace, Scientific Word, Scientific Notebook 5.5J

本体のインストール

重要！ セキュリティソフトの誤動作によりインストールが正常に完了しない事例が報告されています. 可能であればインス

トーラを起動する前に, お使いのセキュリティソフトを停止させ, (PCの安全のため)インターネット接続を切断してく

ださい. インストール後は手順に従い PCを再起動し, セキュリティソフトが有効に動作していることを確認してからイ

ンターネットに再接続してください.

重要！ 昨今は文書を DVI形式で閲覧・提出することがほぼなくなり, 最終的な成果物は PDFが主流となっています. そのた

め SWP/SW 5.5Jの PDFタイプセット機能を使用しますので, これ以降の SWP/SW のインストール手順を行う前

に Adobe (Acrobat) Reader もしくは Adobe Acrobat のインストールを実施してください.

最新の Adobe (Acrobat) Readerは以下のページからインストールすることができます. (2018年 5月現在)

インストールページに記載されている「提供オプション」のソフトウェアは不要ですので, チェックを外してからインス

トールを行ってください.

Adobe (Acrobat) Readerのインストール方法は Adobe Systems社へお問い合わせください.

https://get.adobe.com/jp/reader/

製品 CD-ROM には SWP/SW/SN 本体のほかに, pLATEX(日本語 TeX システム), マニュアルを表示するための Adobe

Readerなどが収録されています. 製品 CD-ROMを CD-ROMドライブにセットすると, インストールするプログラムを選択

するための以下のメニュー画面が表示されます.
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このメニュー画面が表示されない場合は, Windows のエクスプローラなどを使用して製品 CD-ROM にある SWPInst.exe

をダブルクリックします. メニュー画面が表示されましたら, [Scientific WorkPlace/Word/Notebook/Viewer のインストー

ル]ボタンをクリックします.

1. インストールセットアップ

購入した製品のシリアル番号をハイフンを含めてすべて入力し, [インストール]ボタンをクリックします. 正しいシリア

ル番号であればインストーラが起動します. このダイアログが表示されない場合は製品 CD-ROMの mackichanフォル

ダにある Setup.exeをダブルクリックします.
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2. 初期画面

[次へ]のボタンをクリックします.

3. ユーザ情報

ユーザ情報のダイアログにユーザ名, 会社名, シリアル番号が表示されます. 誤りがあればこの画面で訂正します.
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4. インストール先の選択

重要！ 旧バージョンをアンインストールせずにインストールを始めると次のダイアログボックスが表示されます. 3ペー

ジにあるように, 新旧バージョンが混在すると不具合が発生する原因となりますので, 5.5Jのインストールを中断

し, 旧バージョンをアンイントールしてから 5.5Jをインストールしてください.

インストールするフォルダを選択します. 原則としてデフォルトの c:\swp55から変更しないでください. 例えば, これ

を通常プログラムをインストールする Program Filesの下に変更すると, SWP や SW の起動と文字入力はできますが,

タイプセット機能の実行でエラーが発生します. TEXシステムでフォルダ名に使用できるのは半角英数字とハイフン (-)

のみです. また半角スペースを入れることもできません. デフォルトのインストール先を推奨します. ただし, SN には

タイプセット機能がありませんので, デフォルトのインストールフォルダは Program Filesの下になります (64bitOSの

場合は Program Files(x86)).
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5. セットアップタイプ

セットアップには 3つの種類があります. 通常はデフォルトの「標準」を選択します. 「カスタム」はインストールす

るコンポーネントの意味を十分理解している上級ユーザ向けのオプションです. 「フルインストール」では次の 3つの

ファイルグループが「標準」に追加されます.

* BibDB...文献目録の作成で利用するデータベースプログラム. 手作業で文献目録を記述する場合は不要です. 標準イ

ンストールでも BibTEXを使用した文献目録の作成は可能です.

* T3ユーティリティ... 本プログラムの前身となるプログラムです. T3で作成したデータファイルの変換用プログラム

です. T3を利用したことのない本製品のユーザであれば不必要です.

* Omegaサポートファイル...一つの文書に多言語を入力し, それをコンパイルして DVIファイルを作成する Omega

の関連ファイルですが, 非常に古いシステムであるため, 2018年現在この機能を使用する場面はありません.

12



Scientific WorkPlace, Scientific Word and Scientific Notebook インストールガイド

6. プログラムフォルダの選択

このダイアログボックスでは, Windowsのスタートメニューにあるプログラムへ登録するフォルダ名を入力します. 基

本的にはデフォルトのまま [次へ]ボタンをクリックします. 実際のインストールが開始されます.

7. インストール

インストールに際しては大量のファイルをコピーします. 処理が停止しているように見える部分もありますが, しばらく

お待ちください. [キャンセル]ボタンをクリックするとインストールが中断されてしまいますのでご注意ください.

拡張子.dviのファイルが dvioutなどの他のアプリケーションと関連付けされている場合に, それを TrueTEXPreviewer

に切替えるかどうかを確認するダイアログが表示されます. 欧文書の作成が主体になる場合は [はい]を, 日本語文書の

作成が中心になる場合は [いいえ]を指定してください.

補足 インストールが途中で止まる場合

「TrueTEX TEXシステムをインストールしています．この処理は少々時間がかかります...」という段階で, 30分以上経っ

てもインストールが完了しない場合があります. このセクションの冒頭に記載したようにセキュリティソフトがインス

トールを阻害していることが原因となっている可能性がありますので, まずインストールを中断し, その後にセキュリティ

ソフトを無効にしてから再度インストールを実行します. 再度止まってしまう場合はインストールを中断し, Windows

をセーフモードで起動してからインストールを実行してください. Windows をセーフモードで起動する方法は PC の

メーカーやMicorosoft社にお問い合わせください.
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8. ライセンスの登録

製品のインストール終了直前, つまりコンピュータを再起動する前に次のメッセージが表示されます. [はい]ボタンをク

リックするとライセンスを登録することができます. ライセンスファイルの取得方法については 15ページを参照してく

ださい. [いいえ]ボタンをクリックするとステップ 9へ進みます. ライセンス登録は後でも行うことができます.

9. 再起動

プログラムのインストールが終了すると, PCの再起動を確認するダイアログボックスが表示されます. PCを再起動し

てからでないとプログラムを利用できませんので PCを再起動してください.
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3 ライセンスファイルの取得

3.1 ライセンスファイルとは

ライセンスファイルは SWP/SW/SN をインストールした PCの固有の ID番号と, プログラムのシリアル番号から生成さ

れる 1種のパスワードファイルで, 製品のすべての機能を利用するために必ず取得しなければならないファイルです.

シングルライセンスの場合, 会社や学校などの職場用, 自宅用, モバイル用のノートパソコンなど, 異なる場所であれば 3台

分までライセンスファイルを取得可能です. ただし, ライセンス許諾条件として複数の同時起動は許可していません.

PCの故障・変更などでインストール先の PCを変更したい場合の手続きについては 35 ページをご確認ください.

3.2 ライセンスファイルの取得

ここでは SWP を例にライセンスファイルの取得方法を説明します. インターネットに接続可能な環境ではインターネット

を利用する取得方法を推奨します.

まず,インストール完了後にPCを再起動し,インストールした製品のデスクトップのショートカットアイコンまたは, Windows

のスタートメニューからプログラムを選択して, 「管理者として実行」で起動します.

補足 「管理者として実行」については 6ページを参照してください.

補足 「管理者として実行」で起動しなかった場合は「システムレジストリを更新できません, 許可しますか？」というメッ

セージが表示されます. このメッセージは「管理者として実行」で一度起動を行うと表示されなくなり, 以後は通常起

動でもメッセージは表示されません.

次のような警告メッセージが表示された場合は, [いいえ]ボタンをクリックして警告メッセージの詳細を飛ばします.

製品が起動しますが, ライセンスファイルの取得が完了していない状態では Scientific Viewer と同程度の機能しかありませ

ん. 文書を開くことはできますが, 例えば次の機能が利用できません.

• 文書を保存できません.

• タイプセットメニューが表示されません. したがって LATEXコンパイルができません.

• 画像として選択部分をエクスポートする機能が利用できません.

• 他のシステムで作成した文書のインポート機能が利用できません.

また「ヘルプ：機能の確認」を選択しますと, 現在利用できる機能の一覧が表示されます. ライセンスファイルを取得してい

ない状態では次のダイアログボックスで示す機能しか利用できません.
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[OK]ボタンをクリックします. ライセンスファイルを取得すると, このダイアログボックスに利用可能な機能の一覧がリス

トアップされます.

それではライセンスファイルを取得します. まず上でお勧めしている, インターネットを使った方法を紹介します. 次に登録

申請用ファイルを作成してライセンスファイルを取得する方法を紹介します.

3.3 インターネットを利用したライセンス登録

1. PCをインターネットに接続してください. ライセンスファイルを取得したい PCがインターネットに接続できない場

合は, この次の「登録申請用のファイルを利用したライセンス登録」の手順へ進んでください.

2. 製品の [ヘルプ]メニューから [登録]を選択すると, 次のダイアログボックスが表示されます. 14ページの登録ダイアロ

グボックスで [はい]ボタンをクリックした場合にも次のダイアログボックスが表示されます.

3. 「インターネットを利用して自動的に取得する」を選択して [次へ]ボタンをクリックします.

4. 登録情報ダイアログボックスが表示されます.

登録情報ダイアログボックスに必要な情報を入力します. 日本語, 英語のどちらで入力してもかまいません. 必要な情報

を入力したら OKボタンをクリックします.
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補足 実際にはコンピュータ ID, シリアル番号は入力されています.

5. 使用許諾書が表示されます. 使用許諾をよく読んだ上で「同意します」を選択して [OK]ボタンをクリックします.
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6. 自動登録システムダイアログボックスが表示されます.

[登録を始める]ボタンをクリックします. 自動的に入力したユーザ情報を基にしてライセンスを登録し, ライセンスファ

イルを作成します.

7. 次のメッセージが表示されたらライセンスの登録とライセンスファイルの取得が正常に完了しています.

[OK]ボタンをクリックすると自動登録システムを終了し, 次のメッセージが表示されますので [OK]ボタンをクリック

して閉じてください. このメッセージにあるように, 作成されたライセンスファイルを有効にして製品のすべての機能を

有効にするには, 一度製品を終了して製品を再起動します. PCを再起動する必要はありません.

ライセンスファイルの取得が正常に完了した場合はセクション 3.5に進んでください. ライセンスファイルの取得に失

敗した場合は, 以下のエラーの対処を行ってください.

重要！ よくあるエラー

• 「リクエストの要求後, 500でエラーです. サーバーとの接続に失敗しました. 」というエラーが表示された

場合：入力したシリアル番号が誤っています. [ヘルプ]メニューの [機能の確認]で正しいシリアル番号に変更

し, 再度ライセンスファイルの取得を行ってください.

18



Scientific WorkPlace, Scientific Word and Scientific Notebook インストールガイド

• 「サーバーから次のエラー (15)が送信されました」というエラーが表示された場合：ライセンス取得数の上

限に達していますので, 不要なライセンス登録情報の削除が必要となります. 詳しくは本書の 35ページ「6.1

PCの移行について」をご確認ください.

3.4 登録申請用のファイルを利用したライセンス登録

インターネットに接続していない環境の場合や, ファイアウォールの設定などによって自動登録システムによるライセンス

登録に失敗する場合は, 登録申請用のファイルを利用してライセンス登録を行うことができます. ただし, この方法でもイン

ターネットに接続可能な PCが必須ですので, 以下の説明では製品をインストールしたインターネットに接続できない PCを

PC-A, インターネットに接続できる別の PCを PC-Bとして説明します.

[PC-Aでの操作]

1. 「登録情報が記載されたファイルを作成し, 申請する」を選択して「次へ」ボタンをクリックします.

2. 登録情報ダイアログボックスが表示されます.

登録情報ダイアログボックスに必要な情報を入力します. 日本語, 英語のどちらで入力してもかまいません. 情報を入力

したら [OK]ボタンをクリックします.

補足 実際にはコンピュータ ID, シリアル番号は入力されています.

19



Scientific WorkPlace, Scientific Word and Scientific Notebook インストールガイド

3. 使用許諾書が表示されます. 使用許諾をよく読んだ上で「同意します」を選択して [OK]ボタンをクリックします.

4. 登録申請用ファイルが作成されます.

以下の画面が表示されますので. [OK]ボタンをクリックしてウィンドウを閉じます.

重要！ ウィンドウには電話や Eメールで株式会社ライトストーンへ作成されたファイルを送るように表示されていま

すが, サポート終了に伴いこの受付は終了しています. この次の手順でユーザー様自身でライセンスファイルの生

成を行います。
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5. 手順 4で作成された登録申請用のファイル C:\swp55\register55.txt を, インターネットに接続可能な PC-Bへ USBメ

モリ等を使用して移動させます.

[PC-Bでの操作]

1. 開発元MacKichan Software社のライセンスファイル生成用のページへアクセスします.

http://licensing.mackichan.com/cgi-bin/registerform.exe

2. 登録申請用のファイル register55.txt を開き, 手順 1で開いたページの入力欄に転記します. [Program]と [Version]の

選択を忘れないように注意してください.

3. 入力を終えたら「Submit」ボタンをクリックすると, ライセンスファイルを生成したという画面が表示されます.
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4. 画面中央に「****」で挟まれて記述されている「FEATURE」からシリアル番号の行までがライセンスファイルの内容

になりますので, この部分をコピーしてからメモ帳などのテキストエディタを起動して貼り付けます. そして名前を付け

て保存でファイル名を license.lic として, デスクトップなどに保存します. (メモ帳の場合は名前を付けて保存の画面で

[ファイルの種類]で「すべてのファイル (*.*)」を選択します. )
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5. 手順 4で作成したファイルをUSBメモリ等を使用して PC-Bから PC-Aの C:\swp55\License フォルダに移動させます.

6. PC-Aの SWP を起動して, 起動時にライセンスファイルの取得を促すメッセージが表示されなければ完了です.

3.5 ライセンス状態の確認

ライセンスを登録してライセンスファイルが正常に取得されると, インストールした製品の全機能が利用可能な状態になり

ます. 製品を起動し, [ヘルプ]メニューから [機能の確認]を選択してください. ライセンスファイルを取得していない場合に比

べてリストアップされる機能が増えています.
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以上で SWP/SW/SN 本体のインストールは完了です. 次のセクションで動作確認を行います.

4 Scientific WorkPlace, Scientific Word, Scientific Notebook 5.5J

本体の動作確認

SWP/SW5.5J 本体のみをインストールした時点では, 欧文書用の英語タイプセットのみ行うことができます.

4.1 SWP/SW 英語文書用の動作検証

SWP/SW の英語文書タイプセットの動作検証を行います. （Scientific Notebook にはタイプセット機能がありませんので

この作業は不要です. この次の項目へ進んでください.）

1. SWP または SW を起動します.

2. [ファイル]メニューの [新規作成]を選択し, 表示されたウィンドウで「シェルフォルダ：Standard LaTeX」, 「シェル

ファイル：Standard LaTeX Article」を選択して [OK]ボタンをクリックすると英語の見本文書が表示されます.

3. [タイプセット]メニューから [英語タイプセット] > [プレビュー]を選択します.

4. 自動的に TrueTeX DVI Previewerが起動して「The Title of a Standard LaTeX Article」というタイトルの文書が表示

されたら正常に動作しています. TrueTeX DVI Previewerを閉じます.

5. 続けて [タイプセット]メニューから [英語タイプセット] > [PDFプレビュー]を選択します.

6. 自動的に Adobe (Acrobat) Readerもしくは Adobe Acrobatが起動して「The Title of a Standard LaTeX Article」と

いうタイトルの文書が表示されたら正常に動作しています. Adobe (Acrobat) Reader もしくは Adobe Acrobat を閉じ

ます.

注意 8ページに記載されている Adobe (Acrobat) Reader もしくは Adobe Acrobat のインストールを SWP/SW5.5J 本体の

インストール前に行わなかった場合, [英語タイプセット]の [PDFプレビュー]でエラーが発生する場合があります. エ

ラーが発生した場合の対処方法については
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1. SWP/SW を終了します.

2. 8ページの案内に従って Adobe (Acrobat) Reader をインストールします.

3. SWP/SW を起動し, [タイプセット]メニューの [英語タイプセット]で [上級設定]を選択して「タイプセットオプ

ション」ウィンドウを表示します.

4. まず「PDFプリンタドライバ設定」タブを選択します. [追加/編集]ボタンをクリックし, 「実行ファイル名」の

項の横にある [ブラウズ]ボタンをクリックして, インストールした Adobe (Acrobat) Reader のプログラムを探し

て選択します.

プログラムのパスは Adobe Acrobat Reader DCの場合は以下の通りです. (プログラムのバージョンアップ等でパ

スやプログラムの名前が変更されている場合があります. インストールしたプログラムに合わせてください.)

C:/Program Files (x86)/Adobe/Acrobat Reader DC/Reader/AcroRd32.exe

5. [OK]ボタンをクリックします.

6. 次に「PDFプレビュー設定」タブについても同様の変更を行います.

7. 「PDFプリンタドライバ設定」タブと「PDFプレビュー設定」タブのどちらも設定が完了したら [OK]ボタンを

クリックして「タイプセットオプション」ウィンドウを閉じます.

以上で SWP/SW5.5J 本体の動作検証は完了で, 日本語文書を作成しない場合は以上ですべて完了です. 日本語文書を作成

する場合は次のセクションに進んでください.

4.2 SN 動作検証

[ファイル] メニューの [新規作成] から新しいファイルを作成し, 文字や数式の入力, 保存, 印刷等が正常にできるか確認し

ます.
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5 pLATEX(日本語用TEXシステム)のインストールと動作検証

5.1 pLATEX(日本語用TEXシステム)のインストール

SWP/SW を用いて日本語文書のタイプセットを行う場合は, 製品 CD-ROMより pLATEX(日本語用 TEXシステム)をイ

ンストールする必要があります.

既に SWP/SW の旧バージョンの pLATEXや一般の pLATEXシステム (W32TEXや TEXLiveなど)がインストールされて

いる場合は, 共存できませんのでそれらをアンインストールしてください. pLATEXのアンインストールについては次の項目を

参照してください.

新規に pLATEX(日本語用 TEXシステム)をインストールする場合は 5.1.2項に進んでください.

5.1.1 pLATEX(日本語用 TEXシステム)のアンインストール

1. バージョン 5.0J pLATEX(日本語用 TEXシステム)からの移行

Windowsのスタートメニューから「コントロールパネル：プログラムの追加と削除」を選択し, WinForme の削除を

行ってください. WinFormeがバージョン 5.0Jの pLATEX(日本語用 TEXシステム)です. なお, pLATEXがインストー

ルされていたフォルダ（通常 c:\ptex）は形骸のみ残される結果となりますが, それはそのままにしておき, バージョン

5.5J用の pLATEXを再度そこにインストールするのが賢明です. 既存の pLATEXフォルダ内に種々のパッケージや文献

目録用データベース等を独自に追加配置していた場合, それらの環境が自動的に引き継がれることになるからです.

2. バージョン 4.1J pLATEX(日本語用 TEXシステム)からの移行

Windowsのスタートメニューから「コントロールパネル：プログラムの追加と削除」を選択し, pLogViewer の削除

を行ってください. pLogViewer がバージョン 4.1J の pLATEX(日本語用 TEXシステム)です. なお, pLATEXがインス

トールされていたフォルダ（通常 c:\ptex）中に残されているユーザ固有のファイルについては個別に移行を検討する必

要があります.

3. W32TEX, TEXLiveからの移行

W32TEXやTEXLiveなどの一般的な pLATEX環境がインストールされている場合には, ソフトウェアに付帯する readme

ファイルや該当する書籍, あるいはウェブサイトの情報等を参照し, 適切なアンインストール操作を行ってください.

5.1.2 pLATEX(日本語用 TEXシステム)のインストール

ここでは pLATEX(日本語用 TEXシステム)のインストールを行います.

1. 2ページと同じ方法でインストールメニューを表示します. pLATEXのインストール（日本語用 TEXシステム)をクリッ

クするとWinFormeのインストーラが起動します.
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補足 WinForme とはWindows 上で pLATEX を起動し, 文書をタイプセットするためのユーザインターフェイスです.

pLATEXのエラーメッセージやログを確認する際に利用します. また TEXファイルのタイプセット出力結果である

DVIファイルの表示, DVIファイルから PSファイル, PDFファイルへの変換なども可能です. WinFormeの使用

方法に関しては c:\ptex\manualフォルダにある WFmanual.pdfファイルを参照してください.
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2. 初期画面

インストーラが起動したら, 最初のダイアログボックスで「次へ」のボタンをクリックします.

3. 一緒にインストールされる pLATEX システムと dvi ファイルの閲覧ソフトウェアの dviout のリリース情報, WinForme

の使用許諾条件の画面が表示されます. [はい]ボタンをクリックして次の画面へ進みます.
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4. インストールフォルダの選択

pLATEXのインストール先フォルダを指定します. 通常はデフォルトまま c:\ptex とします.

補足 pLATEXのインストールフォルダとして利用可能なフォルダ名およびファイル名は半角英数字とハイフン (-)のみ

です. 半角スペースも使用不可能です. そのため「デスクトップ」や「マイ ドキュメント」, 「Program Files」

などを選択することはできません. もしそれらのフォルダにインストールした場合は, インストール自体は正常に

終了しますが pLATEXが正常に動作しませんのでご注意ください.
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5. プログラムフォルダの選択

このダイアログボックスでは, Windowsのスタートメニューにあるプログラムへ登録するフォルダ名を入力できますが,

デフォルトの設定を推奨します. [次へ]ボタンをクリックします. 実際のインストールが開始されます.

6. インストールされるファイルの内容

このインストールプログラムによってインストールされるファイルの内容を表示します. このダイアログボックスで [次

へ]ボタンをクリックすると, プログラムのインストールが開始されます.
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7. インストールの完了

インストールが完了すると, PCの再起動を確認するダイアログが表示されます. 画面の指示に従って操作し, PCを再

起動してください.

5.2 dvioutの初期設定

dvioutは DVI形式の出力ファイルを閲覧するソフトウェアです. 日本語タイプセットのプレビューを行った際に使用します.

1. dvioutを「管理者として実行」で起動します. dvioutはスタートメニューの [すべてのプログラム]もしくはプログラム

の一覧にある, 「WinForme」もしくは「Scientific WorkPlace(Word) 5.5」フォルダに含まれています. 「管理者とし

て実行」については 6ページを参照してください.

2. dvioutを初めて起動すると次のメッセージが表示されます. [はい]ボタンをクリックします.

補足 メッセージが表示されなかった場合は, dvioutの [Option]メニューから [Install]を選択すると以降のダイアログ

が表示されます.
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3. Font resolution and Paper sizeダイアログボックスでは解像度を設定します. 全てデフォルトのままで [Next]ボタン

をクリックします.

4. Register the location of Font Filesダイアログボックスではフォントの設定を行います.

(a) [Guess]ボタンをクリックします.

(b) 次のメッセージが表示されますので, [いいえ]ボタンをクリックしてデフォルトの値を設定します.

(c) [Next]ボタンをクリックします.
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5. Register Programsダイアログボックスでは DVIファイルを dvioutに関連付けたり, Windowsのスタートメニューに

あるプログラムへの登録などができます.

(a) DVIファイルを dvioutに関連付けるには, Relate DVI file(.dvi) to dviout for Windowsにチェックを付け

ます. 日本語文書を主に扱うユーザはこのチェックを付けることを推奨します.

補足 .dviファイルを欧文用の TrueTEXと結び付ける操作については 13ページを参照ください.

(b) WinFormeのプログラムフォルダとは別に, dviout独自のプログラムフォルダをWindowsのスタートメニューに

登録するには, Register dviout on Windows’s menu: Start->Programにチェックを付けます. このチェック

を付けるとWinFormeフォルダとは別に dvioutフォルダが登録されます.

(c) フォントの自動生成機能を有効にするために, [gen:]ボタンをクリックします. 次のメッセージが表示されますの

で, [はい]ボタンをクリックします.

6. EPS画像を扱うための Ghostscriptをインストールしてある場合のみ, [gsx:]ボタンをクリックして Ghostscriptを dviout

に登録することができます. このボタンをクリックすると次のメッセージが表示されますので, 「はい」ボタンをクリッ

クします.

補足 Ghostscriptをインストールしていない状態で [gsx:]ボタンをクリックしてしまった場合は [いいえ]をクリックし

ます. Ghostscriptや Susie Plug-inといった画像関連プログラムのインストールとそれに伴う dvioutの設定につい

ては, 弊社ウェブサイト： SWP/SW Better Use https://www.lightstone.co.jp/latex/kb0015.html を

参照ください.
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5.3 Scientific WorkPlace / Scientific Word を使用したpLATEX(日本語用TEXシステ

ム)の動作検証

ここでは SWP/SW と pLATEXを連携させて日本語文書を作成できるか検証します.

1. SWP または SW を起動します.

2. [ファイル]メニューの [新規作成]を選択し, 表示されたウィンドウで「シェルフォルダ：Standard LaTeX」, 「シェル

ファイル：Japanese Article[jsarticle]」を選択して [OK]ボタンをクリックすると日本語の見本文書が表示されます.

3. [タイプセット]メニューから [日本語タイプセット] > [プレビュー]を選択します.

4. 自動的に dvioutが起動して「jsarticle shellの紹介」というタイトルの文書が表示されたら正常に動作しています. dviout

を閉じます.

5. 続けて [タイプセット]メニューから [日本語タイプセット] > [PDFプレビュー]を選択します.

6. 自動的に Adobe (Acrobat) Readerもしくは Adobe Acrobatが起動して「jsarticle shellの紹介」というタイトルの文書

が表示されたら正常に動作しています. Adobe (Acrobat) Readerもしくは Adobe Acrobatを閉じます.

注意 エラーが発生した場合は 24ページの「注意」を参照し, 日本語タイプセットの上級設定にて同様に設定してください.

5.4 日本語文書のタイプセット時の注意

5.4.1 保存形式について

欧文書用のドキュメントシェル（例えば article等）をベースに文書を作成した場合,文書の保存形式は「SW/SWP/SN Document

（*.tex）」がデフォルトとなります. この形式の場合, SWP/SW 固有の LATEXコマンド（LATEXマクロ）が有効な状態で

文書が保存されるため, 一般の LATEXシステムでは文書が扱えなくなります.

一方, 日本語文書用のドキュメントシェル（例えば jarticle等）をベースに文書を作成した場合, 文書の保存形式は「Portable

LaTeX （*.tex）」がデフォルトとなります. 日本語文書の保存に際して SWP/SW 形式を指定すると日本語タイプセット

(pLATEX)でタイプセットできなくなるのでご注意ください.

5.4.2 文字コードについて

バージョン 5.5Jでは文書の保存に際して文字コード (ASCIIや Japanese (Shift-JIS)など)の指定が行えます.

日本語文字は Japanese (Shift-JIS)しか対応しておりませんのでご注意ください. 過去バージョンの SWP/SW や, 他の

TEXシステムで作った文書をバージョン 5.5Jで扱う場合は, 一度「5.4.4 既存の SWP/SW 文書の扱い」をご確認ください.

5.4.3 保存ファイル名と保存フォルダ名について

ファイル名とフォルダ名には半角英数字と”-”(ハイフン)のみを使用するようにしてください.

日本語などの全角文字や, スペース, アンダスコア ( )は使用できません. フォルダ名については, ファイルが置かれている

フォルダだけでなく, そのフォルダを含んでいるすべてのフォルダが半角英数字と”-”(ハイフン)のみとなっているようにして

下さい.

良い例： C:\swp55\Docs\sample.tex

悪い例： C:\Users\ユーザ名 \Documents\Scientific WorkPlace\論文 1.tex

補足 SWP/SW ではこういった問題が起こらない作業場所としてインストールフォルダに「Docs」フォルダが用意されてい

ますので, このフォルダをご利用ください.
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5.4.4 既存の SWP/SW 文書の扱い

5.0以前のバージョンを用いて作成された日本語 TEX文書をバージョン 5.5Jでタイプセットする場合には, 一旦 Portable

LaTeX 形式, Japanese(Shift-JIS) を指定して文書の保存操作を行ってください. これは pLATEXにユニコードのまま文書

が引き渡されてしまうのを避けるための措置です.

6 追加情報

6.1 PCの移行について

ライセンス許諾上, 個人利用の場合は 3台 (職場用, 自宅用, モバイル用のノートパソコン）までインストール可能です.（2

台, 3台と複数台を同時に起動して使用することはライセンス許諾違反となります. )

PCの故障や交換などで SWP/SW/SN を使用する PCを変更する場合は, まずは新しい PCでインストールとライセ

ンスファイルの取得をお試しください. ライセンスファイルの取得が無事に行えれば, そのままお使いいただけます. 弊社や

開発元などへのご連絡は不要です. 古い PCで SWP/SW/SN を起動できる場合はその PCから SWP/SW/SN をアンイ

ンストールしてください. 年に数回 PCを交換する程度のライセンスファイルの取得回数の場合は一般的な使用範囲ですので,

問題なくライセンスファイルを取得できるはずです.

短期間に大量の PCでライセンスファイルを取得しようとするなど明らかな異常を検知した場合は, ライセンスファイルの

取得で登録超過を意味する「サーバーからエラー (15)が送信されました」といったメッセージが表示される場合があります.

大量に取得しようとしていないにもかかわらずこのメッセージが表示されてしまう場合は開発元のサポート (英語対応のみ)へ

お問い合わせください. 以下の情報を英語で必ず記載してください。

開発元のサポート用 Eメールアドレス (英語対応のみです)：support@mackichan.com

• 製品名とバージョン：
例) Scientific WorkPlace 5.5J

• シリアル番号：
例) 400-J0600-ｘｘｘｘｘ-ｘｘｘｘｘ-ｘｘｘｘｘ

• 表示されたエラー番号：
例) Error(15)

• 希望する対応内容：
例) I want to register my SWP, but SWP shows error 15. Could you send me license file for my SWP?

• ライセンスファイルを取得したい PCの登録申請用ファイル register55.txtを添付 ※19ページを参照.

処理に古い PCや現在使用中の SWP/SW/SN のライセンスファイルが必要となる場合があります. ライセンスファイルは

「license.lic」という名前のファイルで, インストールフォルダが標準設定の場合は下記の場所に保存されています.

SWP5.5 C:\swp55\Licenses

SW5.5 C:\sw55\Licenses

SN5.5(32bitOSの場合) C:\Program Files\Scientific Notebook\Licenses

SN5.5(64bitOSの場合) C:\Program Files (x86)\Scientific Notebook\Licenses
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6.2 WMF2EPS

重要！ WMF2EPSはWindows 8以降のWindowsには対応していません.

5.5J ではポータブル LATEX 形式でファイルを保存する際に, WMF ファイル（Windows メタファイル）を EPS ファイル

（Encapsulated PostScriptファイル）へと自動的に変換するWMF2EPSというユーティリティをプログラムと連動させるオプ

ションがあります. この機能により, 文書中に作成したWMF形式のプロットやインポートしたWMFファイルを自動的に EPS

形式に変換します. 文書中でのファイル名も abcde.wmfから自動的に abcde.epsに変換されます. WMF2EPSはWinodws 7

では使用できますので, Winodws 7で使用したい場合は次のウェブサイトを参照してください.

https://www.lightstone.co.jp/latex/product_wmf2eps.html

7 テクニカルサポート

Scientific WorkPlace（SWP）, Scientific Word（SW）および Scientific Notebook（SN）のバージョン 5.5(日本語と英

語の両方)の株式会社ライトストーンでのサポートは 2019年 9月 30日をもって終了となりました.

今後は電話, FAX, Eメールでお問い合わせいただいても回答いたしません.

Scientificシリーズのソフトウェアの操作方法で不明な点がある場合は, 各マニュアルの PDFをご覧ください.

LaTeXの仕様で不明な点がある場合は, 市販の LaTeXに関する書籍やインターネットで公開されている一般の記事等を検

索してお調べください.

発行：

株式会社ライトストーン

〒 101-0031

東京都千代田区東神田 2-5-12

龍角散ビル 7F

36

https://www.lightstone.co.jp/latex/product_wmf2eps.html

	はじめに
	1 SWP/SW/SN 5.5Jをインストールする前に
	1.1 インストール前の確認事項
	1.2 まだ旧バージョンがインストールされている
	1.3 一般のLaTeXのシステム(TeXLive, W32TeXなど)がインストールされている
	1.4 インストールしたいPCのOSがWindows10である
	1.5 5.5Jのデモ版を製品版に切り替える
	重要!! プログラムを管理者として実行する

	2 SWP/SW/SN 5.5J 本体のインストール
	3 ライセンスファイルの取得
	3.1 ライセンスファイルとは
	3.2 ライセンスファイルの取得
	3.3 インターネットを利用したライセンス登録
	3.4 登録申請用のファイルを利用したライセンス登録
	3.5 ライセンス状態の確認

	4 SWP/SW/SN 5.5J 本体の動作確認
	4.1 SWP/SW 英語文書用の動作検証
	4.2 SN 動作検証

	5 pLaTeX(日本語用TeXシステム)のインストールと動作検証
	5.1 pLaTeX(日本語用TeXシステム)のインストール
	5.1.1 pLaTeX(日本語用TeXシステム)のアンインストール
	5.1.2 pLaTeX(日本語用TeXシステム)のインストール

	5.2 dvioutの初期設定
	5.3 SWP/SWを使用したpLaTeXの動作検証
	5.4 日本語文書のタイプセット時の注意
	5.4.1 保存形式について
	5.4.2 文字コードについて
	5.4.3 保存ファイル名と保存フォルダ名について
	5.4.4 既存のSWP/SW文書の扱い


	6 追加情報
	6.1 PCの移行について
	6.2 WMF2EPS

	7 テクニカルサポート



